
『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記
　表紙で紹介しているソフトボール教室では、元五輪代表
選手が一人ひとりの目を見ながら熱心に指導され、それを
一生懸命学ぼうとする子どもたちの輝く瞳が印象的でした。

　グループに分かれてのバッティング指導のときのこと。大勢のギャ
ラリーに緊張したのか、思うように打てない女の子がいました。次こそ
は、と頑張り続けるその子を、私もカメラを構えながら応援していたよ
うな気がします。何十球も挑戦して、ようやくバットがボールをとらえ
たとき、周りからは拍手が沸き起こり、本人が見せた笑顔に私もほっと
しました。
　今年の連休は、といえば、連日スポ少で野球に励む息子の応援に汗を
流して過ごしました。遠出はかないませんでしたが、初夏のさわやかな
風の中、はつらつとプレーする子どもたちに元気をもらい、私なりに充
実したゴールデンウィークでした。　ふ

広報あい こうか
2010年 5月15日号

【No.118】
甲賀市役所
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６５-０６５０　FAX ０７４８-６３-４５５４

甲南庁舎
甲賀市甲南町野田810番地
〈上下水道部〉
☎０７４８-86-8000　FAX０７４８-86-8032
〈教育委員会〉
☎０７４８-86-8002　FAX０７４８-86-8380
市民窓口センター
甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６２-１６２１　FAX ０７４８-６３-４０８６
土山支所
甲賀市土山町北土山1715番地
☎０７４８-６６-１１０１　FAX ０７４８-６６-１５６４
甲賀支所
甲賀市甲賀町相模173番地1
☎０７４８-８８-４１０１　FAX ０７４８-８８-３１０４
甲南支所
甲賀市甲南町野田810番地
☎０７４８-８６-４１６１　FAX ０７４８-８６-８０２９
信楽支所
甲賀市信楽町長野1203番地
☎０７４８-８２-１１２１　FAX ０７４８-８２-３４１５

編集
発行

2010.5.15発行

▶甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
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甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（商工観光課）
☎ 65‐0709　 63‐4087

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会

廃
プ
ラ
ス
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か
ら

物
流
パ
レ
ッ
ト
を
製
造

　

当
社
で
は
、市
町
村
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再
資
源
化
し
、物
流
パ
レ
ッ
ト

の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。当
社
の
パ

レ
ッ
ト
の
特
徴
は
1
0
0
%
廃
棄
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を
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用
し
て
い
る
こ
と
。1
日
に
1
，0
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0
枚
生

産
し
、国
内
外
に
お
け
る
運
搬
用
パ
レ
ッ
ト

と
し
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販
売
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
買
い
取
り
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。日
々
廃
棄
さ
れ
て
い
く

物
が
再
生
商
品
と
し
て
有
効
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
を
知
っ
て

― 

工
場
見
学
も
歓
迎 

―

　

当
社
で
は
、毎
年
、地
元
中
学
生
の
職
場

体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、よ
り

多
く
の
方
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、工
場
見
学

を
随
時
受
け
入
れ
、ご
み
分
別
の
啓
発
活
動

も
行
って
い
ま
す
。

　

経
営
理
念
は「
日
々
変
化
す
る
社
会
が
求

め
る
も
の
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
」。廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ

て
、限
り
あ
る
資
源
の

減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、循
環
型
社
会
の

構
築
に
一
翼
を
担
う

べ
く
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　

為
井　

章
宏
氏
談
）
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：
平
成
11
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従
業
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0
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た
め
い

あ
き
ひ
ろ

▲お話を伺った為井社長

▲環境に優しいリサイクルパレット

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
貢
献

株
式
会
社
エ
コ
パ
レ
ッ
ト
滋
賀

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。

▲ 元オリンピック選手によるソフトボールスクール（関連記事は９ページ）▲ 元オリンピック選手によるソフトボールスクール（関連記事は９ページ）
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叙
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叙
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／
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Ｐ
Ｏ
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市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は5月31日（月）です。

●固定資産税（1期）
●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（2期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（2期）
●公共下水道使用料・農業集落排水
　施設使用料・処理施設使用料
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信
楽
陶
芸
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
0

陶 都「 信 楽 」を フ ィ ー ル ド ミ ュ ー ジ ア ム に し た 　 　  　 ≪ 体 感 ア ー ト ウ ォ ー ク ≫

２
０
１
０
年
秋
、
信
楽
を
舞
台
に
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

県
立
陶
芸
の
森
や
Mミ

ホ

I
H
O　

Mミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

U
S
E
U
M
な
ど
美
術
館
で
の
展
示
は
も
と
よ
り
、
陶
芸
を

テ
ー
マ
に
し
た
多
彩
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
街
中
で
展
開
し
ま
す
。

来
場
者
の
「
安
全
・
安
心
」
を
守
れ
る
よ
う
、
事
前
の
安
全
対
策
と
開
催
中
の
安
全
管
理
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
工
房
と
生
活
の
場
が
一
体
と
な
っ
た
や
き
も
の
の
産
地
を
散
策
し
て
い
た
だ
き
、
心

地
い
い
ほ
っ
こ
り
と
し
た
信
楽
の
ま
ち
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
外
・
県
外
か
ら
の
来
場
者
を
あ
た
た
か
く
も
て
な
す
こ
と
で
、
新
た
な
信
楽
焼
フ
ァ
ン
、
甲
賀
市
フ
ァ
ン

の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ほ
ん
も
の
の
信
楽
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
る
芸
術
祭
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

次
号
か
ら
は
、
担
当
さ
れ
て
い
る
方
々
の
各
事
業
へ
の
熱
い
思
い
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

「
紫
香
楽
宮
関
連
事
業
」

宮
町
公
民
館
、宮
町
遺
跡
調
査
事
務
所
、

黄
瀬
文
化
財
作
業
所
ほ
か

　

日
本
の
歴
史
フ
ァ
ン
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
紫
香
楽
宮
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
や
散
策
な

ど
、
信
楽
の
歴
史
の
原
点
を
紹
介
し
ま
す
。

「
陶
器
市
」

〈
10
月
9
日
㊏
～
11
日
㊊
㊗
〉

県
立
陶
芸
の
森 

太
陽
の
広
場

・
第
57
回
陶
器
ま
つ
り
謝
恩
即
売
大
会

・�

セ
ラ
ミ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

in
陶
芸
の
森　

2
0
1
0

「
し
が
ら
き
や
き

ー
直
方
の
茶
陶  

春
斎
の
壺
ー
」　

〈
９
月
18
日
㊏
～
12
月
12
日
㊐
〉

県
立
陶
芸
の
森　

陶
芸
館

 

信
楽
焼
を
代
表
す
る
２
人
の

作
家
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
信
楽
焼
が
持
つ
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　

�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
ま
ち
な
か
ス
タ
ッ
フ
、
会
場
ス
タ
ッ
フ
、
ガ
イ
ド

ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
ミ
ニ
F
M
局
を
開
局

　

�

会
期
中
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
な
か
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、ミ
ニ
F
M
局
を
開
局
し
ま
す
。

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
F
M
局
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

2010.5.15 �平成22年5月15日



MIHO MUSEUM
　◎MIHO MUSEUM企画展

至石山寺・大津

雲井地域
　◎紫香楽宮関連事業

陶芸の森
　◎ライフ・セラミックス展
　◎日本六古窯サミットin甲賀
　　10/1.2
　◎陶器市　10/9.10.11
　◎陶芸の森・陶芸館企画展

信楽伝統産業会館
長野まちなか
　◎信楽まちなか陶芸展

信楽伝統産業会館
長野まちなか
　◎信楽まちなか陶芸展

朝宮地域
　◎朝宮茶関連事業

至石山寺

至宇治・枚方

至上野

至水口

307307 307307 422422

422422

信楽 I.C.

信楽駅

307307

信
楽
高
原
鐵
道

大津信楽線

　　　　　　  信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会事務局  （特区推進室）
 ☎  　ホームページ　http://tri.shigaraki-sp.com
問い合わせ

※催事内容は都合により変更する場合があります。

陶 都「 信 楽 」を フ ィ ー ル ド ミ ュ ー ジ ア ム に し た 　 　  　 ≪ 体 感 ア ー ト ウ ォ ー ク ≫

「ライフ・セラミックス展」
　県立陶芸の森　信楽産業展示館　　

　多様な現代のライフスタイルの中で、豊か
な暮らしを演出するやきものたち。“信楽焼の
ある生活の心地よさ”を提案する、日常生活に根
ざしたやきものを展示紹介します。
生活雑器やインテリア・エクステリア、エコ関連商品な
どデザイン性や機能性を重視した優れた製品を開発し信

楽陶器産業の振興をめざします。
「
古
陶
の
譜

ー
中
世
の
や
き
も
の 

六
古
窯
と
そ
の
周
辺
」

〈
９
月
４
日
㊏
～
12
月
12
日
㊐
〉　
　
　
　

M
I
H
O
 M
U
S
E
U
M

 

日
本
六
古
窯
の
優
品
を
中
心
に
紹
介
し
、
中
世

の
や
き
も
の
の
魅
力
の
全
体
像
に
迫
る
展
覧
会
。

「日本六古窯サミット」� 〈10月1日㊎・２日㊏〉

県立陶芸の森　信楽産業展示館
　千年の歴史と伝統を持つやきもの産地の信楽、
備前、丹波、越前、瀬戸、常滑。日本のやきものを
代表する六古窯産地の首長が一堂に会し、シン
ポジウムや交流事業を行います。

「
朝
宮
茶
関
連
事
業
」

J
A
こ
う
か　

朝
宮
支
所
周
辺

　

日
本
五
大
銘
茶
に
数
え
ら
れ
る

朝
宮
茶
と
伝
統
工
芸
品
信
楽
焼
を

お
茶
の
文
化
と
と
も
に
展
示
紹

介
し
ま
す
。

「まちなか周遊＆散策」　信楽まちなか
　来場者に楽しくまちなかを周遊していただくため、
信楽まちなか芸術祭の見どころやギャ
ラリー、ショップ、レストラン、お
みやげなどの情報を掲載した周遊
マップを作成し無料配布します。

「信楽まちなか陶芸展」�信楽伝統産業会館、長野まちなか
　信楽焼の歴史展示や信楽ゆかりの陶芸作家などによる多彩な展
示を行います。
　また、窯元・工房の見学やまちなかの遊休工場、倉庫、空
き店舗などを活用した、個性豊かな空間展示を展開します。

会期◦2010年10月1日（金）～11月23日（祝）54日間
会場◦県立陶芸の森、MIHO MUSEUM、信楽伝統産業会館、信楽まちなか
「信楽まちなか芸術祭」へのご来場、駐車料金等は無料です。美術館（陶芸の森 陶芸館、MIHO MUSEUM）への入館のみ有料となります。

2010.5.15� 平成22年5月15日
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旭日小綬章 松
まつやま

山　正
ま さ き

己 氏 （土山町北土山）

　昭和54年4月から昭和61年10月まで
は土山町議会議員として、また、昭和61
年10月から平成14年10月までは土山
町長として、町政の進展、福祉の増進に
貢献されました。
　この間、新名神高速道路の建設促進

に努められるとともに森林交付税創設促進連盟会長や
全国山村振興連盟副会長など多くの公職を歴任し、全国
規模での産業経済の振興にも尽力されました。

旭日双光章 田
た な か

中　利
としはる

治 氏 （甲賀町和田）

　昭和32年から現在まで県バレー
ボール協会および日本バレーボール
協会、日本実業団バレーボール連盟等
の役員として活躍されています。
　本県のみならず全国のバレーボー
ルの普及、選手強化や指導者の育成、

協会組織の充実に尽力するとともに県体育協会役員と
して滋賀県全般のスポーツの競技力向上に努められま
した。

瑞宝小綬章 青
あ お き

木　建
たけすけ

亮 氏 （水口町）

　昭和49年から社団法人水口病院副
院長として、また、昭和58年からは同
病院院長として、精神障がい者の社会
復帰への取り組みなど、地域の精神科
医療に尽力されました。
　患者さんのニーズに沿った快適な
環境を整備し、高齢者問題や看護師育

成にも積極的に関わるなど、福祉の増進と地域医療の向
上に貢献されました。

瑞宝単光章 田
た な か

中　一
いちろう

郎 氏 （甲南町深川）

　昭和40年に消防団員を拝命されて
以来、常に献身的に職務に精励し、優
れた指導力で団員の資質向上に努め
られました。
　昭和55年の会社倉庫での大火災で
は、班長として団員を指揮するととも

に水利確保に貢献されました。団長に任命された平成3
年には、消防関係検討委員会を組織するなど地域防災力
の整備に尽力されました。

受章
おめでとうございます

　平成22年春の叙勲および春の褒章と第14回危険業務従事者叙勲で市内から次の方々が受章されました。

春 の 叙 勲

春の叙勲・春の褒章・危険業務従事者叙勲

　

甲
賀
流
忍
者
発
祥
の
地
を
P
R
し
よ
う
と
平
成
20
年
か
ら
始

ま
っ
た
忍
者
検
定
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
甲
賀
市
観
光
協
会
の
誕
生
を
記
念

し
て
開
催
し
ま
す
。
検
定
に
は
初
級
と
中
級
が
あ
り
、
忍
者
に

関
す
る
幅
広
い
知
識
が
問
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
初
級
の
み
、
手

裏
剣
投
げ
や
忍
者
衣
装
の
コ
ス
プ
レ
加
算
も
あ
り
ま
す
。

　

忍
者
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時
◦
6
月
20
日（
日
）10
時
～

場　
　

所
◦
忍
の
里
プ
ラ
ラ

受
検
資
格
◦�

初
級
は
、
小
学
5
年
生
以
上
（
先
着
１
０
０
名
）。

中
級
は
第
1
回
、
第
2
回
の
初
級
合
格
者
限
定
。

受　
検　
料
◦
各
級
1
，０
０
０
円
（
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法
◦�

受
検
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
F
A
X

ま
た
は
郵
送
で
左
記
ま
で
。

申
込
締
切
◦
5
月
31
日（
月
）

※�

検
定
終
了
後
、
今
年
映
画
化
さ
れ
る
「
武
士
の
家
計
簿
」
の

作
者
磯い
そ
だ
み
ち
ふ
み

田
道
史
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
希
望

に
よ
り
中
世
城
郭
の
見
学
会
も
行
い
ま
す
。

★
忍
者
検
定
読
み
本
「
者
」
を
発
行

　

�　

観
光
協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

発
行
し
て
い
る
読
み
本
「
臨
」「
兵
」

「
闘
」
に
続
き
、
5
月
中
旬
に
は
4

冊
目
と
な
る「
者
」を
発
行
し
ま
す
。

購
入
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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瑞宝双光章 鵜
う か い

飼　忠
ただはる

治 氏 （水口町牛飼）

　昭和39年に消防士を拝命されて
以来、温厚篤実な性格で、責任感が強
く、後輩や部下に対する教育指導を
熱心に行い、高い信望を集められま
した。
　平成3年の信楽高原鐵道列車事故

に際しては、消防署長として情報収集活動、関係機関へ
の連絡調整等の後方支援活動に手腕を発揮し、多方面
から高く評価されました。

瑞宝双光章 北
きたはら

原　重
しげとし

利 氏 （甲南町池田）

　昭和33年に京都府巡査を拝命され
て以来、京都市内警察署において、昼
夜を問わず駐車、速度および飲酒運転
の取り締まりに率先して従事するな
ど、交通安全と秩序維持に尽力されま
した。

　住民の話を誠実に聞き苦情処理を行い、厳しさの中
にも愛情をもって部下の指導育成に当たるなど交通警
察活動に多大に貢献されました。

瑞宝双光章 梅
うめざわ

澤　伸
のぶよし

嘉 氏 （信楽町杉山）

　昭和32年に大阪府巡査を拝命さ
れて以来、41年間にわたり機動隊や
府警本部、府内警察署に勤務されま
した。この間、防犯協会とのパイプ
役として犯罪のない住みよいまち
をめざして風俗環境の浄化に努め

られました。
　また、実用銃射撃競技の選手としても高い技術を持
ち、全国大会に出場されるなど活躍されました。

瑞宝単光章 佐
さ じ

治　善
ぜんいち

一 氏 （水口町嶬峨）

　昭和39年に消防士を拝命されて以
来、誠実で優れた人格識見により信
望を集め、地域の防災体制の充実に
大きく貢献されました。
　昭和55年に発生した湖南工業団地
内の工場火災に際しては、冷静沈着

な指揮で、危険物による二次災害の防止に努められま
した。また、消防施設の整備拡充、職員の指導育成にも
尽力されました。

藍綬褒章 大
おおばやし

林　
て つ お

男 氏 （甲賀町高野）

　昭和54年に消防団員を拝命されて
以来、現在まで、常に職責を自覚し、
火災等の災害発生時には、率先して
団員の指揮にあたり、被害の軽減、住
民の安全確保に努めておられます。
　平成14年4月に甲賀町消防団団長

に任命され、合併による市消防団発足の際には、誠実な
人柄で困難な協議をまとめ、新消防団発展のため尽力
されました。

藍綬褒章 前
ま え だ

田　陽
ようぞう

三 氏 （水口町伴中山）

　昭和55年4月以来、水口町および甲
賀市選挙管理委員会委員長等、また、
水口町および甲賀市明るい選挙推進
協議会会長等を歴任され、選挙の適
正な執行管理に熱意をもって努めら
れました。

　約30年の長きにわたり、公正で明るい選挙の推進に
積極的に努め、有権者の政治意識の高揚と民主政治の
発展に尽力されました。

春 の 褒 章

危険業務従事者叙勲

6月1日は
人権擁護委員
の日

悩
み
ご
と
は
身
近
な

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
へ

　

6
月
1
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。こ
の
日

は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
間
と
し
て
の
権
利「
人
権
」。し
か
し
、社
会
に
は
大

切
な「
人
権
」を
侵
害
す
る
行
為
や
偏
見
・
差
別
が
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
17
名
の
人

権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
の
一
番

近
く
に
い
て
、日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
、

地
域
や
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
差
別
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
人
権
相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

6
月
1
日
を
中
心
に
、全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
場
所
や
日
時
は
15
ペ
ー
ジ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

「
人
権
な
ん
で
も
相
談
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事
務
局

☎
0
7
7
-5
2
2
-4
6
7
3

大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局　

☎
6
2
-０
２
５
9

人
権
推
進
課　

人
権
政
策
係　

☎
6
5
-０
６
９
４

【水口】
西
にしむら

村　泰
やす

雄
お

池
いけ だ

田　仁
ひと

美
み

森
もりむら

村シズ子
こ

田
たな か

中美
み よ こ

代子
竹
たけ

﨑
ざき

　文
ふみ

雄
お

【土山】
市
いちい

井　幸
ゆきお

夫
前
まえ だ

田喜
き

志
し

江
え

片
かたやま

山　澄
すみこ

子
【甲賀】
中
なかもと

本たみ子
こ

一
いちみや

宮　祥
しょうこ

子
冨
とみやま

山　朝
ともじ

司

【甲南】
田
たなか

中　義
よしひと

人
伊
いむ ろ

室　信
のぶこ

子
木
きむ ら

村　　功
いさお

【信楽】
中
なかじま

島　清
きよみ

美
豊
とよ だ

田いづみ
黄
き せ

瀬　忠
ただ

幸
ゆき

市内の人権擁護委員

（敬称略）
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介護予防のための生活機能評価
実施方法変更のお知らせ

▶生活機能とは…
　�日々の生活を維持していくための心身の能力のこと
を言います。生活機能評価は、生活機能が低下して
いないかをチェックして、生活機能の低下を早期に
発見し、予防することが目的です。

▶基本チェックリストの送付対象を変更
　�平成21年度までは、生活機能評価の基本チェックリ
ストを要介護・要支援認定者を除く65歳以上の方す
べてに郵送していました。
　�平成22年度からは要介護・要支援認定者を除く70
歳から79歳までの方へ生活機能評価の基本チェック
リストを郵送します。　　　　　

　�要介護・要支援認定者を除く、65歳から69歳の方、
80歳以上の方で生活機能評価を希望される方は、保
健介護課まで電話でお申し込みください。
　�その他、各地域包括支援センターが行う講座等でも
基本チェックを実施する予定です。

【生活機能評価の対象者】
　�昭和20年3月31日以前に生まれた65歳以上の方で、
要介護・要支援認定を受けていない方

　　　　　　  保健介護課　介護保険係　
☎ 65-0699・0697　  63-4085
問い合わせ

柱
は「
自
治
振
興
会
」と

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

　

市
で
は
、こ
の
取
り
組
み
の
大
き
な
柱
と
し
て「
自
治

振
興
会
」と「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
す

る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。自
治
振
興
会
は
、現
在
の

区
を
そ
の
ま
ま
に
、昔
か
ら
の
顔
な
じ
み
や
区
同
士
の
交

流
の
深
い
小
学
校
区
を
単
位
と
す
る
も
の
で
、市
内
に
概

ね
23
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
設
け
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
、人
口
が
減
少
し
高
齢
化
が
進
み
な
が
ら

も
、昔
と
変
わ
ら
な
い
強
い
絆
を
持
つ
区
も
あ
れ
ば
、若

い
世
代
の
人
口
が
増
え
活
気
が
あ
ふ
れ
な
が
ら
も
、か

え
っ
て
ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な

区
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
区
が
持
つ
強
み
を
活
か
し

弱
み
を
補
い
合
う
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
一
つ
の
区
だ
け
で

抱
え
、解
決
が
難
し
か
っ
た
課
題
も
、小
学
校
区
と
い
う

広
い
範
囲
で
な
ら
助
け
合
い
、解
決
で
き
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
今
こ
そ
、従
来

の
区
は
そ
の
ま
ま
活
か
し
、小
学
校
区
と
い
う
範
囲
で
こ

う
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
た
い
、こ
れ
が
提
案

の
真
意
で
す
。

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」は
、こ
の
自
治
振
興

会
の
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、市
職

員
を
配
置
し
て
自
治
振
興
会
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。ま
た
、証
明
書
発
行
等
、皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
、で
き
る
限
り
安
価
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

強
み
を
活
か
し
弱
み
を

補
い
合
う
ま
ち
づ
く
り
へ

　

甲
賀
市
に
は
1
9
9
の
区
・
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
は
住
民
相
互
が
助
け
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
な
運

営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。長
い
時
間
を
か
け
、地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
合
い
、独
自
の
文
化
を
培
う
な
か
で
、地
域

の
魅
力
を
醸
し
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
も
進
み
、昔
の
よ
う
に
子
や
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す
風
景
も
減
少
し
つ
つ
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。そ
し
て
、近
い
将
来
を
想
像
し
た
時
に
、こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
太
い
絆
が
細
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
横
切
り
ま
す
。暮
ら
し
を
守
る
防
犯
や
防
災
、景
観
を
は
じ
め
と

す
る
多
面
な
機
能
を
持
っ
た
農
林
業
、高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、区
の
抱
え
る
多
種
多
様
な
課
題
が
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
か
ら
考
え
て
い
た
の
で
は
対
処
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
元
気
な

う
ち
に
、し
っ
か
り
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
や
福
祉
、生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、き
め
細
か
な
施
策
を
講
じ
て
い
き
な
が
ら
、1
9
9
の
区
・
自
治

会
が
持
続
し
て
い
け
る
よ
う
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
い
う
形
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
皆

さ
ん
と
と
も
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

NO.1新コミュニティへの挑戦
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ユキワリイチゲ群生地
「瀧樹神社」が保護区に指定される

　自然環境に恵まれた甲賀市では、多くの野生動植物が生息・生育しています。一方、
近年の都市化の進展で、かつていたる所で見られた動植物の中にも、数が減ったり、
絶滅の危機にさらされたりしている種があります。
　このほど、希少な野生動植物の保護を目的とした県の「生息・生育地保護区」に、絶
滅が心配される植物・ユキワリイチゲが群生する「瀧樹神社」（土山町前野）が指定さ
れました。
　瀧樹神社では、この希少植物を後世に残そうと、地域の皆さんが保護活動に取り組
んでおられます。

　　希少種守る地域の輪 
　ユキワリイチゲは、毎年3月の短期間だけ紫色の花を咲かせるキンポウゲ科の植
物で、個体数が少ないことから甲賀市レッドデータブックでも絶滅危惧種に指定さ
れています。
　地元の3地区（土山町前野、同徳原、甲賀町岩室）では、住民の皆さんが、太陽光が当
たるよう年間を通して草刈りなどの世話をされています。地元の方は、今回の指定
を受けて、「先人たちの保護活動のたまもの。指定区域内に入らない、保護種の採取
は絶対しないというマナーを守って、みんなでユキワリイチゲを保存していただき
たい」と呼びかけておられます。
　県内唯一の群生地とあって、毎年、開花時期にはカメラを持った愛好家が訪れま
す。自然を愛する人を増やし、結果的に自然保護につなげていくことが期待されて
います。

　　生息・生育地保護区とは
　県の「ふるさと滋賀の野生動植物との共生に関する条例」に基づき、保護区内で
は、新たな開発が規制されます。
　県内に5か所の保護区があり、市内ではこれまでに、サギスゲが群生する「油日湿
原」（甲賀町油日）が指定されています。

　

健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
が
4
月
14
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開
催
さ
れ
、市
内
の
健
康
推
進
員

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、今
年
度
か
ら
健
康
推
進
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
88
名
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
中
嶋
市
長
も
出
席
し
、「
緑
豊
か
な
田

や
山
の
恵
み
を
生
か
し
な
が
ら
、皆
さ
ん
の
手
で
健

康
の
理
想
郷
を
築
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。健
康
推
進
員
は
市
内
で
4
8
3
名

お
ら
れ
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
〜

▲ �市内の健康推進員が出席した定期総会

▲

�

新
た
な
健
康
推
進
員
に

　
市
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付

健
康
づ
く
り
の
担
い
手

　

新
任
推
進
員
に
委
嘱
状

問
い
合
わ
せ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室　

☎ 

６
５-

０
６
８
７　

 

６
３-

４
５
５
４

来
年
度
を
目
標
に

み
ん
な
で
始
め
ま
し
ょ
う

　　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
市
民
皆
様
と

共
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。議
会
や
区

長
会
だ
け
で
な
く
、学
区
な
ど
を
対
象
と
し
た
地
域
説
明

会
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
う
え
で
、平
成
23
年
度

を
目
標
に
こ
の
ふ
た
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
紙
で
も
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、最
新
の
情
報
や
さ
ま

ざ
ま
な
ご
質
問
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

野生動植物を後世に野生動植物を後世に
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際
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
研

究
グ
ル
ー
プ
交
換
（
G
S
E
）
で
、
水
口
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
派
遣
団
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　

団
員
は
、
薬
剤
師
や
医
師
、
教
員
な
ど
5
名
で
、
4

月
19
日
か
ら
24
日
ま
で
、
水
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

会
員
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
日
本
の
生
活
を
体
験
し

ま
し
た
。
異
文
化
に
触
れ
な
が
ら
専
門
職
業
人
と
し
て

の
技
能
や
指
導
力
を
磨
く
の
が
目
的
で
、
滞
在
中
は
、

病
院
や
薬
局
、
学
校
を
訪
れ
た
ほ
か
、
水
口
曳
山
祭
や
、

忍
者
屋
敷
な

ど
の
見
学
も

し
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、

市
長
を
表
敬

訪
問
。
中
嶋

市
長
は
一
行

を
歓
迎
し
、

甲
賀
市
を

P
R
し
な
が

ら
和
や
か
に

交
流
し
ま
し

た
。

〜油日神社で映画ロケ〜

由緒ある神社が
時代劇の舞台に

〜
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
〜

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
派
遣
団
来
訪

職
業
研
修
な
ど
で
交
流

国

▲�油日神社境内で撮影された映画のワンシーン

〜阿迦之宮例祭〜

悲運の城主
長束正家をしのぶ

秋
公
開
さ
れ
る
映
画
「
大
奥
」
の
撮
影
が
、

4
月
15
日
と
17
日
の
2
日
間
、
油
日
神
社
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
同
神

社
。
桧
皮
葺
の
本
殿
や
拝
殿
、
板
張
り
の
回
廊
と
い

う
め
ず
ら
し
い
造
り
が
時
代
劇
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う

こ
と
か
ら
、
今
回
の
舞
台
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は
、
俳
優
の
二に

の
み
や宮
和か

ず
や也
さ
ん
や
堀ほ

り
き
た北
真ま

き希
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
キ
ャ
ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
総

勢
1
0
0
名
で
、
早
朝
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
15
日

は
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
と
あ
っ
て
祈
祷
が
行
わ
れ
、
撮
影

の
無
事
と
映
画
の
ヒ
ッ
ト
を
祈
願
。
花
冷
え
の
中
、

恋
人
同
士
の
2
人
が
別
れ
る
シ
ー
ン
な
ど
が
撮
影
さ

れ
、
境
内
は
緊
迫
し
た
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

口
岡
山
城
三
代
目
城
主
の
長な

つ
か束
正ま

さ
い
え家
を
供
養

す
る
阿
迦
之
宮
例
祭
が
4
月
17
日
、
城
跡
の

あ
る
古
城
山
山
頂
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

正
家
は
豊と

よ
と
み臣
秀ひ

で
よ
し吉
の
重
臣
で
、
1
5
9
5
年
に
同

城
城
主
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
1
6
0
0
年
の
関
ヶ

原
の
戦
い
で
敗
れ
て
自
害
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
水
口
は
城
下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
、
そ
の

後
の
発
展
の
基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
阿
迦
之

宮
は
町
の
守
り
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
祭
は
、
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ

る
行
事
と
し
て
市
観
光
協
会
が
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

こ
の
日
は
中
嶋
市
長
や
正
家
の
子
孫
の
花
輪
氏
も
参

列
し
ま
し
た
。
山
伏
姿
の
行
者
が
大
護
摩
に
点
火
し
、

読
経
が
流
れ
る
中
、
参
列
者
は
静
か
に
手
を
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

水

▲�長束正家をしのんで営まれた例祭

今

▲�市長を表敬訪問したフィリピン派遣団
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五
輪
選
手
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が

4
月
29
日
、
甲
賀
市
民
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
、
市
内
を
は
じ
め
、
県
内
の
ス
ポ
少
5
チ
ー

ム
か
ら
86
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
と
、
正

し
い
技
術
習
得
や
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
育

成
を
め
ざ
し
て
、
県
体
育
協
会
な
ど
が
毎
年
開
催
。

こ
の
日
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
代
表
の
桑く

わ
ば
ら原
正ま

さ
こ子

さ
ん
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
伊い

と
う藤
良か

ず
え恵

さ
ん
、
北
京
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
藤ふ

じ
も
と本
索も

と
こ子
さ
ん

の
3
名
が
技
術
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
一
人
ひ
と
り
が
、
選
手
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
、
投
球
や
捕
球
、
打
撃
の
正
し
い

フ
ォ
ー
ム
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

〜
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

&
ピ
ッ
チ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク
〜

元
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
が

小
学
生
を
指
導

元

犯罪防止をめざし
地域安全パトロールへ出発

～第四水口台自警団～

口
町
山
の
第
四
水
口
台
区
で
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
、
自
主
防

犯
の
た
め
の
新
た
な
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

4
月
18
日
の
出
発
式
に
は
、
自
警
団
員
や
区
民
、
ま

た
隣
接
す
る
桜
ヶ
丘
区
の
自
警
団
員
ら
50
名
が
出
席
。

団
長
の
力
強
い
掛
け
声
で
、
青
色
回
転
灯
が
装
着
さ
れ

た
車
両
に
一
斉
に
搭
乗
し
た
団
員
の
表
情
は
引
き
締
ま

り
、
参
加
者
の
激
励
を
受
け
な
が
ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に

出
発
し
ま
し
た
。

　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
は
目
に
つ
き
や
す
く
、

犯
罪
防
止
に
極
め
て
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
桜
ヶ
丘
区
自
警
団
と
協
力
し
、
隣
接
小
学
校
区
や
中

学
校
区
を
巡
回
し
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
活
躍
さ
れ
ま
す
。

水

GENKI na MACHIKADO

▲�青色回転灯を付けた車両がパトロールに出発

黄色く染まった畑で
園児が菜の花摘み

～NPO法人「鹿深の杜」～

P
O
法
人
「
鹿
深
の
杜
」
の
菜
の
花
畑
に
4
月

30
日
、
伴
谷
保
育
園
と
伴
谷
幼
稚
園
の
年
長
児

約
1
0
0
名
が
訪
れ
、
菜
の
花
摘
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

環
境
と
農
業
の
融
合
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
る
「
鹿

深
の
杜
」
で
は
、
農
家
3
戸
の
休
耕
田
約
40
ア
ー
ル
を

借
り
て
菜
の
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
招
待

を
受
け
て
訪
れ
た
園
児
た
ち
は
、
春
の
太
陽
を
浴
び
て

黄
色
に
輝
い
た
畑
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
菜
の
花
の

に
お
い
が
漂
う
畑
の
中
へ
。
自
分
た
ち
の
背
丈
よ
り
大

き
く
育
っ
た
菜
の
花
を
、
先
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
摘
み
取
り
ま
し
た
。

　

両
手
い
っ
ぱ
い
に
菜
の
花
を
抱
え
た
園
児
た
ち
。

お
う
ち
の
人
へ
の
素
敵
な
お
土
産
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

N

▲�満開になった菜の花を摘み取る園児たち

▲�伊藤選手から投球フォームを教わる
　スポ少団員
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健康推進連絡協議会事務局（保健介護課）　☎ 65-0703　  63-4085問い合わせ

「おいしくできたよ」～小学生と楽しく　
調理実習～

　油日小学校3年生の総合学習で、健康推進員が6名の子どもたちとともに、3回にわたり楽しく調理実習をし
ました。
　まず、手洗い、包丁の使い方、計量の方法や切り方などを学習しながら、

　　第1回◦だしをとって具だくさんみそ汁とスパニッシュオムレツ
　　第2回◦コロコロポテトサラダと野菜スープ
　　第3回◦黒ごまとかぼちゃのむしパンとうさぎりんご� を調理しました。

　慣れない手つきで苦労して切ったり、ゆでたり、混ぜ合わせたり、いろんな挑戦を
して、出来上がったものを食べるう
れしさは本当に大きく、みんなで「お
いしいな」と言いながら舌鼓を打ち
ました。
　子どもたちは「お家でも作ってみたよ・・・」「お母さんみたいに
お料理がうまくなりたい」と話してくれました。
　実習に参加して、食べる喜び、作る楽しみを感じてくれたこと
で、食育5つの力を進める健康推進員のこれからの大きな目標が
できました。

食育5つの力

食べ物を選ぶ力

食べ物の味がわかる力

料理ができる力

食べ物の命を感じる力

元気な体がわかる力

▲�慣れない手つきながらも一生懸命調理する児童

職
員
が
お
届
け
し
ま
す

～
甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
「
出
前
講
座
」

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
対
話
し
、市
政
へ
の

信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　　
　
　

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、昨
年
度
か
ら「
出
前
講

座
」を
開
講
し
て
い
ま
す
。出
前
講
座
は
、市
役
所
内
の
各
課
職
員
が
、皆
さ
ん
の
所
へ
出
向

き
、市
政
の
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
も
の
で
、今
年
度
も
9
つ
の
分
野
で
69
の
講
座

を
用
意
し
ま
し
た
。

　

ご
注
文
の
方
法
や
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
注
文

◦�

対　
　

象　

市
内
在
住
の
方
で
構
成
す

る
、概
ね
10
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
グ

ル
ー
プ

◦�

開  

催 

日　

年
末
年
始
を
除
き
、午
前
9

時
か
ら
午
後
9
時
の
間
で
1
講
座
60
分

以
内

◦�

会　
　

場　

申
込
者
で
準
備
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◦�

費　
　

用　

原
則
無
料（
教
材
費
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

◦�

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、開
催
希
望
日
の
一
か
月
前

ま
で
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
F
A
X

可
）

　

�
申
込
書
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

�

◦�

メ
ニ
ュ
ー

１ �

ま
ち
づ
く
り
分
野　

こ
れ
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
制
度
ほ

か
6
項
目

２ �

市
政
・
財
政
分
野　

行
政
改
革
、総
合
計

画
、財
政
状
況
ほ
か
5
項
目

３ �

議
会
・
選
挙
分
野　

市
民
と
議
会
、選
挙

の
豆
知
識

4 �

福
祉
・
健
康
分
野　

子
育
て
、介
護
、年

金
、医
療
制
度
ほ
か
17
項
目

５ �

環
境
分
野　

ご
み
の
出
し
方
・
分
別
、省

エ
ネ
、環
境
保
全

６ �

産
業
・
観
光
分
野　

農
業
、鳥
獣
害
対

策
、土
地
改
良
、観
光
資
源
ほ
か
5
項
目

７ �

生
活
・
一
般
分
野　

税
、水
漏
れ
、詐
欺
・

悪
質
商
法
、住
基
ネ
ッ
ト
な
ど

８ �

防
災
・
安
全
分
野　

防
災
講
座

９ �

教
育
・
文
化
分
野　

保
育
園
・
幼
稚
園
、

人
権
学
習
、文
化
財
、多
文
化
共
生
ほ
か

9
項
目

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

地域コミュニティ推進室　地域コミュニティ推進係　☎ 65-0687　  63-4554問い合わせ 2010.5.15 10



催　
　
　
　

し

に
ん
く
る
土
曜
塾

紙
粘
土
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

日
時　
６
月
12
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

場
所　
に
ん
く
る
児
童
館
（
相
模
教
育
集

会
所
）

内
容　
紙
粘
土
や
紙
ビ
ー
ズ
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

定
員　
15
名

申
込
締
切　
６
月
９
日（
水
）

 
 

相
模
教
育
集
会
所

☎ 

８
８
ー
5
6
9
2　

 

８
８
ー
5
6
9
6

小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座

世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
2
0
1
0

第
１
回　
こ
と
ば
が
わ
か
ら
な
い
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
?

「
世
界
の
こ
と
ば
を
つ
か
っ
て
ゲ
ー
ム
を

し
よ
う
」

日
時　
５
月
22
日（
土
）10
時
～
12
時

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

対
象　
小
学
生
（
大
人
も
可
）

参
加
費　
会
員
３
０
０
円

非
会
員
５
０
０
円

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
マ
ジ
ッ
ク
ま
た

は
色
鉛
筆

定
員　
40
名

申
込
締
切　
５
月
19
日（
水
）

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 

／

 

6
3
ー
8
7
2
8

サ
ム
ル
ノ
リ
の
演
奏
&
交
流
会

日
時　
５
月
30
日（
日
）15
時
～
16
時
30
分

（
通
常
総
会
終
了
後
）

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル　
ロ
ビ
ー

内
容　

朝
鮮
文
化
を
考
え
る
会「
チ
ン

グ
」さ
ん
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
民
族
音
楽

（
サ
ム
ル
ノ
リ
）の
演
奏
と
交
流
会

参
加
費　
無
料

 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 

／

 

6
3
ー
8
7
2
8

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
美
し
い
環わ

を
も
つ
星　

土
星

を
み
よ
う
」

日
時　
５
月
22
日（
土
）

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

申
込
方
法　
電
話
に
て
左
記
ま
で

申
込
締
切　
５
月
21
日（
金
）先
着
25
名

※�

天
侯
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
あ
り

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
4
1
0
0　

 

８
８
ー
5
0
5
5

募　
　
　
　

集

古
文
書
講
座
受
講
者
募
集

日
時　
第
1
回�

６
月
19
日（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
予
定（
全
５
回
）

場
所　
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
会
議
室

内
容　
身
近
な
史
料
か
ら
古
文
書
の
基

本
的
な
形
態
と
地
域
の
歴
史
を
学
習

講
師　
望も

ち
づ
き月　

保
た
も
つ

氏
（
甲
賀
市
史
編
さ
ん

委
員
会
会
長
）

参
加
費　
１
、０
０
０
円

申
込
締
切　
６
月
11
日（
金
）先
着
20
名

申
込
方
法　
電
話
か
F
A
X
で
左
記
ま
で

 
 

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎ 

6
6
ー
1
0
5
6　

 

6
6
ー
1
0
6
7

地
域
の
大
学

「
淡お

う
み海

生
涯
カ
レ
ッ
ジ
湖
南
校
」

受
講
生
募
集

テ
ー
マ　
健
康
で
イ
キ
イ
キ
癒
し
生
活

～
健
康
で
生
き
抜
く
た
め
の〝
技
〟を
知
ろ
う
～

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、実
験
・
実
習
講
座
は
甲

南
高
等
学
校
で
開
催
）

日
時　
６
月
19
日
～
11
月
20
日
の
土
曜

日
午
前

対
象　
18
歳
以
上
の
通
学
可
能
な
人

定
員　
30
名
（
定
員
を
超
え
た
と
き
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
）

受
講
料　
５
、０
０
０
円

申
込
方
法　
６
月
４
日（
金
）ま
で
に
、は

が
き
・
電
話
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
に
必
要
事

項（
①
氏
名
、②
年
齢
、③
郵
便
番
号
、④

住
所
、⑤
電
話
番
号
、⑥
湖
南
校
受
講
希

望
）を
ご
記
入
の
う
え
、左
記
ま
で

 
 

淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
湖
南
校
実
行

委
員
会
（
湖
南
市
生
涯
学
習
課
内
）

☎ 

7
7
ー
6
2
5
0　

 

7
7
ー
6
2
5
3

Ｅ
メ
ー
ル　

syougaku@
city.konan.

shiga.jp

甲
賀
市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座《
基
礎
編
》受
講
者
募
集

　
市
内
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

で
活
動
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
︽
基
礎
編
︾
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
各
支
所
・
公
民
館
・

図
書
館
・
社
協
窓
口
等
に
設
置
し
て
い

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
①
６
月
４
日（
金
）��

②
11
日（
金
）

③
18
日（
金
）の
９
時
30
分
～
12
時
15
分

場
所　
甲
南
公
民
館
（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

内
容　
①
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て

②
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

③
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
、
事
業
・
活

動
紹
介

※�︽
基
礎
編
︾
の
あ
と
︽
実
践
編
︾
を
受

け
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
も

あ
り
ま
す
。

受
講
料　
無
料

申
込
締
切　
５
月
28
日（
金
）

 
 

託
児
サ
ポ
ー
タ
ー
／
つ
ど
い
の
広

場
サ
ポ
ー
タ
ー

《
社
会
福
祉
課
》

☎ 

6
5
ー
0
7
0
5　

 

6
3
ー
4
0
8
5

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
／
家
庭

教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

《
こ
ど
も
未
来
課
》

☎ 

8
6
ー
8
1
7
1　

 

8
6
ー
8
3
8
0

お
ま
か
せ
会
員

《
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
》

☎ 

8
6
ー
6
0
3
5　

 

8
6
ー
7
2
2
6
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　乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

※�参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域
の活動にも参加していただけます。

※�講座等の詳しい内容については各担当にお問い合わせく
ださい。

家庭教育支援事業（こども未来課）
・ 　☎ 86-8171　  86-8380

★親と子なかよしふれあい広場　5、6、7月各月1回開催
参加費／200円
持ち物／体育館シューズ（親子とも）、タオル、お茶
▶2歳児コース（要申込・先着25組）
　日時／9日（水）10：00〜11：30
　場所／甲南B&G海洋センター体育館
　対象／6/1現在で2歳児とその保護者のペア
▶3歳児コース（要申込・先着25組）
　日時／25日（金）10：00〜11：30
　場所／水口体育館
　対象／6/1現在で3歳以上児とその保護者のペア

★乳幼児おはなし広場（同じ内容で2回開催）
場　所／水口図書館　※申込不要
日　時／ 22日（火）10:30～10:50、11:00～11:20

公民館事業
★スマイルキッズ　 ・ 　☎ 82-8075　  82-2463
※申込締切は、事業開催日の前日です。
日　時／11日（金）10：00～12：00
場　所／信楽中央公民館
	 『ゆかたの着つけにチャレンジ』
日　時／25日（金）10：00～12：00
場　所／信楽中央公民館
	 『七夕まつり』

★ホッとスペース
　   かふか生涯学習館　☎ 88-4100　  88-5055
場　所／佐山荘（甲賀北保育園横）
日　時／3日（木）10：00～12：00
	 『手遊びや折り紙であそぼう』

児童館事業
★にんくる子育て広場　 ・ 　☎ 88-5692　   88-5696
場　所／にんくる児童館（甲賀 相模教育集会所）
日　時／11日（金）10：00～11：30
	 『布でアクセサリー作り』
材料費／100円
定　員／10組　申込締切6月7日（月）

★かえで子育て広場　 ・ 　☎ 86-4363
場　所／かえで会館（甲南）
日　時／25日（金）10：30～11：10
	 『わらべうた講座』
定　員／先着15組（要申込）

6月の予定
親子対象の催し

電
話
申
込
先　
土
山
・
甲
賀
地
域
保
健
支

援
セ
ン
タ
ー

☎ 

8
8
ー
6
5
5
6　

 

8
8
ー
6
5
5
7

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定　

更
新
手
続
き
の
ご
案
内

　

現
在
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
で
介
護
保
険
被
保
険

者
証
に
書
か
れ
て
い
る
有
効
期
間
が
平

成
22
年
５
月
31
日
ま
で
の
方
に
は
、
更
新

申
請
書
を
４
月
初
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
ご
希
望
の
方
で
、
更
新
申
請
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
５
月
31

日（
月
）ま
で
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

最
寄
り
の
支
所
ま
た
は
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健

お 

知 

ら 

せ

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

第
２
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

日
時　
６
月
５
日（
土
）13
時
～
16
時
30
分

（
12
時
50
分
甲
南
庁
舎
玄
関
前
集
合
）

内
容　
福
祉
バ
ス
で
甲
南
の
や
ま
な
み

工
房
、
甲
賀
の
鹿
深
の
家
を
訪
問
。
講
話

や
交
流
な
ど
。

定
員　
先
着
40
名

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
氏

名
と
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
無
料
。
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
（
要
約
筆

記
）
の
必
要
な
方
は
参
加
申
込
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

 
 

人
権
推
進
課

☎ 

6
5
ー
0
6
9
3　

 

6
3
ー
4
5
8
2

土
山
保
健
セ
ン
タ
ー
が
ん
検
診

受
付
開
始

　

が
ん
検
診
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
電
話
ま
た
は
来
所
に
て
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
が
ん
検
診

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
大
腸
が
ん

検
診
は
容
器
配
布
し
ま
す
の
で
直
接
来

所
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、健
診
（
検
診
）

カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
く
だ
さ
い
。

検
診
内
容　
胃
が
ん
、肺
が
ん
、子
宮
が

ん
、乳
が
ん
、大
腸
が
ん

申
込
受
付
期
間　
５
月
24
日（
月
）～
28

日（
金
）９
時
～
17
時

来
所
申
込
先　
土
山
保
健
セ
ン
タ
ー

介
護
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

保
健
介
護
課　

介
護
保
険
係　

☎ 

６
５
ー
0
6
9
9・0
6
9
7

 

６
３
ー
4
0
8
5

　

年
間
の
健
診（
検
診
）日
程
の
冊
子

「
健
診（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー
」を
見
な

が
ら
、１
年
間
の
検
診
計
画
を
た
て
ま

し
ょ
う
。健
診（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー
は

３
月
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し

て
い
ま
す
。

 

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
係

☎
６
５
ー
０
７
０
３　

６
３
ー
４
０
８
５

健
康
づ
く
り
は
健
診（
検
診
）か
ら
！
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☎／  65-5511
〈利用時間〉月〜土 9:00〜17:00

水口子育て支援センター

あかちゃんひろば（自由遊び）
日時 ▼8、22日（火）10：00〜11：30
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼ �2、16日（水）10：00〜11：30
　　　２日　新聞紙で遊ぼう
　　　16日　自由遊び
キッズランド「新聞紙で遊ぼう」
日時 ▼1日（火）10：00〜11：30
わくわくひろば（自由遊び）
日時 ▼15日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �2歳半以上の未就園児とその

保護者
オープンルーム（自由遊び）
日時 ▼3、17日（木）・9、23日（水）
　　　9：30～11：30
　　　8、22日（火）13：00～15：00
対象 ▼ �未就園児とその保護者
出前広場
日時 ▼4日（金）10：00～11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �柏木公民館

☎ 66-0375　      -   　　
〈利用時間〉月〜金 9:00〜17:00

土山子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼ �9日（水）10：00〜11：30
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼ �18日（金）10：00〜11：30
キッズランド「新聞紙で遊ぼう」
日時 ▼ �1日（火）10：00〜11：30
おひさまポケット
日時 ▼ �16日（水）11：00〜11：30
対象 ▼ ��0歳児からの未就園児とその保護者
場所 ▼ ��フィランソ土山
アレルギっ子のつどい
日時 ▼ �23日（水）10：30〜11：30
対象 ▼ �アレルギーを持つ0歳からの

未就園児とその保護者
食育講座①　離乳食をつくろう
日時 ▼ �2日（水）10：00〜12：00
対象 ▼ �0歳の赤ちゃんとその保護者
場所 ▼ �調理室・土山子育て支援センター
その他 ▼ �要申込（15組）、託児有

☎ 88-8115　  88-8145
〈利用時間〉火〜土 9:00〜17:00

甲賀子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼ �11、25日（金）10：00〜11：30
内容 ▼ �11日　�わらべうたで遊ぼう
　　　�25日　西保育園と交流
場所 ▼ �11日　甲賀創健館和室
　　　�25日　�甲賀西保育園いちごルーム
ぴょんぴょんひろば（簡単おやつ作り）
日時 ▼ �22日（火）10：00〜12：00
ぴょんぴょんひろば（油日にこにこ
園と交流）
日時 ▼ �15日（火）10：00〜11：30
場所 ▼ �油日にこにこ園遊戯室
キッズランド「新聞紙で遊ぼう」
日時 ▼ �1日（火）10：00〜11：30
おでかけリトルひろば
日時 ▼ �8日（火）10：00～11：30
対象 ▼ �0歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼ �鹿深台草の根ハウス
リトルひろば
日時 ▼ �29日（火）10：00～11：30
ひよこサロン
日時 ▼ �4、18日（金）10：30～11：30
対象 ▼ �0歳からの未就園児とその保

護者

☎／  86-0949
〈利用時間〉月〜金 9:00〜17:00

甲南子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼8、15日（火）10：00〜11：30
対象 ▼  8日　�6か月頃までの赤ちゃ

んとその保護者
　　　15日　�7か月頃から1歳頃まで

の赤ちゃんとその保護者
ぴょんぴょんひろば
日時 ▼14、28日（月）10：00〜11：30
キッズランド「新聞紙で遊ぼう」
日時 ▼1日（火）10：00〜11：30
ほっこりルーム
日時 ▼ �3日（木）・7日（月）・21日（月）

24日（木）
　　　9：30～11：30
　　　4日（金）
　　　9：30～11：30、13：00～15：00

　　　�2、16日（水）・8、15、22日（火）、
10、17日（木）・11、25日（金）

　　　�13：00～15：00
対象 ▼ �未就園児とその保護者
リフレッシュ講座
「ハーブステイクを作ろう」
日時 ▼ �29日（火）10：00～11：30
その他 ▼ �要申込（10組）、託児有
出前ひろば
日時 ▼ �24日（木）10：00～11：30
場所 ▼ �かえで会館

☎／  82-2799
〈利用時間〉火〜土 9:00〜17:00

信楽子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼3、17日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �0～1歳の赤ちゃんとその保

護者、妊娠中のお母さんとお
父さん

ぴょんぴょんひろば
日時 ▼9日（水）・15、22日（火）・18日（金）
　　　 10：00〜11：30
対象 ▼９日　Ｈ19.10月～Ｈ20.3月生まれ
　　　15日　Ｈ20.4～9月生まれ
　　　18日　H19.4～9月生まれ
　　　22日　Ｈ20.10月～Ｈ21.3月生まれ
キッズランド「新聞紙であそぼう」
日時 ▼1日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �市内在住の3歳児とその保護者
じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば
「よもぎもちをつくろう!!」
日時 ▼4日（金）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその祖父母
持ち物 ▼ �エプロン・三角巾など
地区巡回子育てひろば（黄瀬・宮町地区）
日時 ▼2日（水）10：00～11：30
場所 ▼黄瀬交流館さらら
対象 ▼ �黄瀬・宮町地区の未就園児とその保護者
地区巡回子育てひろば（牧・勅旨地区）
日時 ▼10日（木）10：00～11：30
場所 ▼雲井地区農村活性化センター
対象 ▼ �牧・勅旨地区の未就園児とその保護者
パパッとあつまれ！
「折り紙でモビールをつくろう!!」
日時 ▼19日（土）10：00～11：30
対象 ▼ �未就園児とそのお父さん

6
月

●�お住まいの地域でお互いに顔見知りになり、情報交換、仲間づくりをしていただくために、各支所エリアの方を対象として
いる事業があります。各支援センターにお問い合わせください。
※場所の掲載がないものは、各子育て支援センターで行います。
※子育て広場の対象は、次のとおりです。

　 あかちゃんひろば…０～１歳の未就園児とその保護者　　ぴょんぴょんひろば…１～２歳半の未就園児とその保護者
　 キッズランド…2歳半以上の未就園児とその保護者

お茶、タオル、着替え、帽子など、各自必要な持ち物をお持ちください。
2010.5.1513 平成22年5月15日



6月

甲
賀
図
書
情
報
館

土
山
図
書
館

水
口
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 63-7400
FAX番号／ 63-4737

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 66-1056
FAX番号／ 66-1067

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 88-7246
FAX番号／ 88-7005

開館時間／ 10：00〜18：00
　　 　 　（金曜日は21：00まで）
電話番号／ 86-1504
FAX番号／ 86-1505

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 82-0320
FAX番号／ 82-3921

　暖かい陽気に誘われて、外に出かけ
やすくなる季節になりました。
　「旅行だとたいそう」という時でも、
散歩ならいつでも気軽に楽しめます。
　『苔とあるく』田

た な か

中美
み ほ

穂（WAVE出
版）は、道端に生える多種多様な苔を
目当てとした散歩の楽しみが書かれ
た本です。野に咲く花を愛でるように
苔の観察や採取をされていて、歩くと
きの目線が少しかわってきます。
　また、散歩といって思い浮かぶ有名
な作家に永

な が い

井荷
か ふ う

風がいます。子ども
時代から東京の町を歩くのが大好き
だった荷風は、終世散歩の楽しみを味
わい続けました。残された文章は当時
の東京の風俗を記録した貴重な資料
となっています。
　散歩といえども、その楽しみ方はさ
まざまで、わたしたちの住む町・甲賀
市の魅力をより深く知る一番の方法
かもしれません。
　ただ、『広辞苑　第六版』（岩波書店）
で「散歩」の項をみると「気晴らしや健
康のために、ぶらぶら歩くこと。」と書
いてありました。夢中になりすぎて、
散歩のし過ぎにならないようご注意
ください。

催し
5 土 14：00～14：30  おはなし会

13 日 14：00～15：00  おりがみ教室 ＊大人向け

19 土 14：00～14：30  おはなし会

22 火 10：30〜10：50
11：00〜11：20

 おはなし会
 ＊乳幼児向け

移動図書館 地域 小学校

1 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校
2 水 伴谷方面 伴谷小学校
7 月 松尾・岩上方面 伴谷東小学校
8 火 貴生川方面 貴生川小学校
9 水 ー 水口小学校
14 月 ー 綾野小学校

催し

12 土 16：00～16：30 おはなし会

26 土 16：00～16：30 おはなし会

移動図書館 地域 小学校
1 火 佐山方面 佐山小学校
8 火 大原方面 大原小学校
15 火 油日方面 油日小学校
22 火 佐山方面 佐山小学校
29 火 大原方面 大原小学校

催し

3 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

17 木 11：00〜11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

26 土 16：00〜17：00 おはなし会

27 日 15：00〜16：00 ティータイム・
ジャズ・コンサート

移
動
図
書
館
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

催し

4 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

12 土 11：00～11：30 おはなし会
＊乳幼児向け

18 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

20 日 11：00〜 おやこでえいがかい
「王様でかけましょう」

20 日 14：00〜 ふるる日曜名画座
「大統領の陰謀」

25 金 15：00〜15：20 紙芝居を楽しもう

26 土 14：00〜14：30 おはなしたまてばこ
おはなしかい

催し
12 土 14：00〜15：00 おはなし会と工作

26 土 11：00〜11：30 おはなし会

27 日 14：00〜15：50 日曜映画会
「明日へのチケット」

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

●甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

移動図書館 　小学校
17 木 多羅尾小学校
18 金 朝宮小学校
23 水 雲井小学校
24 木 信楽小学校
25 金 小原小学校

移動図書館 　小学校
23 水 甲南第三小学校

 休館日　  閉館作業日　  特別整理休館日

らいぶらりん

移動図書館 　小学校
9 水 山内小学校
16 水 鮎河小学校

2010.5.15 14



相談は無料ですので、お気軽にお越しください。

6月

　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常生活での
悩みごとや心配ごとのほか、地域や職場でのトラブル
や差別など、様々な相談に応じます。

● 1日（火）	 水口社会福祉センター2階身障研修室
● 1日（火）	 土山開発センター２階談話室
● 1日（火）	 甲賀支所１階第1相談室
● 1・15日（火）	 甲南庁舎２階団体室
● 1日（火）	 信楽開発センター１階会議室F
時間／ 1日10：00～ 16：00、15日13：30～ 16：00

人権なんでも相談
人権推進課　☎ 65-0694　 63-4582

　就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への
取次ぎを行います。
　また、雇用保険の受給者の方の就職活動としてもご
利用いただけます。
　●1・8・15・22・29日（火）	 かえで会館
　●2・9・16・23・30日（水）	 梅田会館
　●2・9・16・23・30日（水）	 西教育集会所
　●3・10・17・24日（木）	 	 牛飼教育集会所
　●3・17日（木）			  清和会館
　●9・23日（水）			  伴谷公民館
　●10・24日（木）		  土山開発センター
時間／ 9：30～ 11：30

　●1・15日（火）			  宇川会館
　●2・16日（水）			  水口中央公民館
　●2・16日（水）			  かふか生涯学習館
　●4・18日（金）			  泉教育集会所
　●4・18日（金）			  相模教育集会所
　●4・11・18・25日（金）		 信楽開発センター
　●8・22日（火）　		  新城教育集会所
　●9・23日（水）			  上野教育集会所
　●11・25日（金）		  大久保教育集会所
時間／ 13：30～ 15：30

就　労　相　談
商工観光課　☎ 65-0710　 63-4087

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚を希望され
る方の相談に応じます。

●５・19日（土）	 水口庁舎南別館１階
	 甲南農村環境改善センター
時間／ 13：00～ 16：00

結　婚　相　談
農業振興課　☎ 65-0711　 63-4592

　主に小・中学生に関する悩みごとや困りごとについ
て、臨床心理士やカウンセラーが相談に応じます。予
約制となっています。

問い合わせ受付／ 土・日・祝日を除く8：30〜17：15
場所／ 甲賀市適応指導教室ハッピーホーム、土山開発
センター談話室、甲賀創健館かふかルーム、甲南庁舎、
信楽子育て支援センター 2階やまびこルーム

教　育　相　談
学校教育課（こども教育支援係）  ☎ 86-8100  86-8196

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事や特殊法
人の業務について相談に応じます。

●  1日（火）　土山開発センター
●  7日（月）　水口社会福祉センター 
●10日（木）　かふか生涯学習館
●16日（水）　信楽開発センター
●18日（金）　甲南庁舎2階団体室
時間／ 13：30～ 16：00

行　政　相　談
生活環境課　☎ 65-0685　 63-4582

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間のトラブル
など、暮らしの中での様々な悩みごとに応じます。

●�２日（水）・4日（金）・7日（月）・9日（水）・11日（金）・
14日（月）・16日（水）・18日（金）・21日（月）・23日（水）・
25日（金）・28日（月）・30日（水）

　水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／ 9：00～ 16：00
※相談方法：電話または面接相談（面接相談は事前予約が必要）

男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎ 65-0751　　　　　　　
人権推進課　☎ 65-0695　 63-4582

2010.5.1515 平成22年5月15日



『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記
　表紙で紹介しているソフトボール教室では、元五輪代表
選手が一人ひとりの目を見ながら熱心に指導され、それを
一生懸命学ぼうとする子どもたちの輝く瞳が印象的でした。

　グループに分かれてのバッティング指導のときのこと。大勢のギャ
ラリーに緊張したのか、思うように打てない女の子がいました。次こそ
は、と頑張り続けるその子を、私もカメラを構えながら応援していたよ
うな気がします。何十球も挑戦して、ようやくバットがボールをとらえ
たとき、周りからは拍手が沸き起こり、本人が見せた笑顔に私もほっと
しました。
　今年の連休は、といえば、連日スポ少で野球に励む息子の応援に汗を
流して過ごしました。遠出はかないませんでしたが、初夏のさわやかな
風の中、はつらつとプレーする子どもたちに元気をもらい、私なりに充
実したゴールデンウィークでした。　ふ

広報あい こうか
2010年 5月15日号

【No.118】
甲賀市役所
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６５-０６５０　FAX ０７４８-６３-４５５４

甲南庁舎
甲賀市甲南町野田810番地
〈上下水道部〉
☎０７４８-86-8000　FAX０７４８-86-8032
〈教育委員会〉
☎０７４８-86-8002　FAX０７４８-86-8380
市民窓口センター
甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６２-１６２１　FAX ０７４８-６３-４０８６
土山支所
甲賀市土山町北土山1715番地
☎０７４８-６６-１１０１　FAX ０７４８-６６-１５６４
甲賀支所
甲賀市甲賀町相模173番地1
☎０７４８-８８-４１０１　FAX ０７４８-８８-３１０４
甲南支所
甲賀市甲南町野田810番地
☎０７４８-８６-４１６１　FAX ０７４８-８６-８０２９
信楽支所
甲賀市信楽町長野1203番地
☎０７４８-８２-１１２１　FAX ０７４８-８２-３４１５
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▶甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
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こ
う
か

甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（商工観光課）
☎ 65‐0709　 63‐4087

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら

物
流
パ
レ
ッ
ト
を
製
造

　

当
社
で
は
、市
町
村
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再
資
源
化
し
、物
流
パ
レ
ッ
ト

の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。当
社
の
パ

レ
ッ
ト
の
特
徴
は
1
0
0
%
廃
棄
物
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
。1
日
に
1
，0
0
0
枚
生

産
し
、国
内
外
に
お
け
る
運
搬
用
パ
レ
ッ
ト

と
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
買
い
取
り
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。日
々
廃
棄
さ
れ
て
い
く

物
が
再
生
商
品
と
し
て
有
効
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
を
知
っ
て

― 

工
場
見
学
も
歓
迎 

―

　

当
社
で
は
、毎
年
、地
元
中
学
生
の
職
場

体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、よ
り

多
く
の
方
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、工
場
見
学

を
随
時
受
け
入
れ
、ご
み
分
別
の
啓
発
活
動

も
行
って
い
ま
す
。

　

経
営
理
念
は「
日
々
変
化
す
る
社
会
が
求

め
る
も
の
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
」。廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ

て
、限
り
あ
る
資
源
の

減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、循
環
型
社
会
の

構
築
に
一
翼
を
担
う

べ
く
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

（
代
表
取
締
役
社
長　

為
井　

章
宏
氏
談
）

設
立
：
平
成
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年
2
月

従
業
員
数
：
70
名

所
在
地
：
甲
南
町
柑
子
2
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0
2
番
地
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1
6
0
1

F
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X
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6
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2　

た
め
い

あ
き
ひ
ろ

▲お話を伺った為井社長

▲環境に優しいリサイクルパレット

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
貢
献

株
式
会
社
エ
コ
パ
レ
ッ
ト
滋
賀

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。

▲ 元オリンピック選手によるソフトボールスクール（関連記事は９ページ）▲ 元オリンピック選手によるソフトボールスクール（関連記事は９ページ）
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市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は5月31日（月）です。

●固定資産税（1期）
●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（2期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（2期）
●公共下水道使用料・農業集落排水
　施設使用料・処理施設使用料
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